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身近な風景から考える防災とまちづくり

―「バーチャル巡検」・「プチ巡検」と主題図作成による地域の課題の発見―

愛知県立津島東高等学校

教諭 羽土 文彦

１ はじめに

人々はそれぞれいずれかの地域において生活を営んでおり，地域を取り巻く自然環境や社会環境の

中で，その特徴を利用した文化や産業をはぐくみ，またその制約を克服しようとしてきた。しかし，

社会の高度情報化・多様化が進む中，いつでも，どこでも，だれでも，それぞれが望むような生活行

動が可能となりつつあり，日常生活では地域を取り巻く環境の影響をかつてほどに感じられなくなっ

てきている。ゆえに，多くの人々にとって，地域に根ざした生活感覚は希薄なものとなり，自分が暮

らす地域の身近な風景は，単なる「背景」となっているのではないだろうか。そして，突如として発

生する大地震や集中豪雨による水害などの自然災害により，「背景」にかすんでいた地域の特色を痛

感するのではないだろうか。

経済産業省は，『シティズンシップ教育宣言』において，シティズンシップ教育を「市民一人一人

が，社会の一員として，地域や社会での課題を見付け，その解決やサービス提供に関する企画・検討，

決定，実施，評価の過程にかかわることによって，急速に変革する社会の中でも，自分を守ると同時

に他者との適切な関係を築き，職に就いて豊かな生活を送り，個性を発揮し，自己実現を行い，さら

によりよい社会づくりにかかわるために必要な能力を身に付ける」ための教育と定義している。一方，

地理教育は，地域を形成してきた人間活動をその舞台となる地形などの自然環境との関係を踏まえて

考察することを，「地理的な見方や考え方」の一つとして重視している。両者は共に地域を対象とし

ており，多角的に地域の有り様を考察させる地理教育は，地域をよりよくするためのシティズンシッ

プをはぐくむ上で重要な役割を果たすことが期待できる。そこで本研究は，地理教育の視点に立った

シティズンシップ教育を実施し，身近な風景から地域の特色を読み解く手法を身に付けさせ，他者と

の協力の下にその手法を用いて防災とまちづくりについて考えさせることで，地域の課題に主体的に

かかわる姿勢，すなわちシティズンシップをはぐくみたい。

平成 21 年３月に公示された新たな学習指導要領において，地理Ａについては，単元「自然環境と

防災」が新たに設置された。この単元は，「我が国の自然環境の特色と自然災害とのかかわりについ

て理解させるとともに，国内にみられる自然災害の事例を取り上げ，地域性を踏まえた対応が大切で

あることなどについて考察させる」ことを目指し，その取扱いについては，「地形図やハザードマッ

プなどの主題図の読図など，日常生活と結び付いた地理的技能を身に付けさせるとともに，防災意識

を高めるよう工夫すること」が求められている。つまり，身近な風景から防災について考えさせるこ

とは，新たな学習指導要領の目指すところである。

２ 研究のねらい

本研究では，巡検（「バーチャル巡検」と「プチ巡検」）と地形図を利用した読図や主題図作成に

よって地域の特色を理解する手法を身に付けるとともに，それが防災やまちづくりに重要な役割を果

たすことを理解させ，地域の課題に主体的にかかわる意識を高めさせることをねらいとした。同時に，
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グループ学習を通して他者と共に考える姿勢をはぐくむことも目指した。

このねらいは，シティズンシップを発揮する上で求められる「意識」・「知識」・「スキル」の育成に

直結するものと考えている。

３ 単元の目標・評価計画

(1) 単元の目標

単元の目標は，シティズンシップ教育の視点に立ち，身近な風景から地域の特色を読み解く手法

を身に付けさせ，他者との協力のもとにその手法を用いて防災とまちづくりについて考えさせること

で，地域の課題に主体的にかかわる姿勢をはぐくむことである。

このための教材や指導法の工夫として，シティズンシップを発揮する上で求められる「社会への

参画に関する意識」をはぐくむために，身近な風景を題材とし，地域の問題を自らの問題としてとら

えることができるように配慮する。３時間構成のうち，１時間目には，金山駅・熱田神宮・名古屋城

など生徒の多くが行ったことがあると思われる場所に関する映像や画像を用いた「バーチャル巡検」

を，２時間目には，学校の敷地の端を歩きながら外の風景を観察する「プチ巡検」を行う。

また，「公的・社会的分野での活動に必要な知識」や「情報や知識を効果的に収集し，正しく理

解・判断するためのスキル」をはぐくむために，巡検以外にも，国土地理院発行の２万５千分の１地

形図をもとにした主題図作成作業（１時間目：段彩図，２時間目：土地利用図，３時間目：ハザード

マップ）を行う。

さらに，「他者と共に社会の中で，自分の意見を表明し，他人の意見を聞き意思決定し，実行する

ためのスキル」の向上を目指すために，グループでの作図や意思決定作業を取り入れる。

(2) 評価計画

評価については，授業終了時に回収するワークシートにより，表１に示す評価規準に基づいて行う。

【表１ 評価計画】

評価の場面 能力 評価の観点 評価規準 評価方法

評価１

【スキル】

情報や知識を効果

的に収集し，正し

く理解・判断する

ためのスキル

資料活用の技

能・表現

・作成した段彩図を基に地形の

様子を想像し，模式図を描く

ことができる。

ワークシート１

評価２

【スキル】

情報や知識を効

果的に収集し，

正しく理解・判

断するためのス

キル

他者と共に社会の

中で，自分の意見

を表明し，他人の

意見を聞き意思決

定し，実行するた

めのスキル

資料活用の技

能・表現

・地形図から地図記号を適切に

読み取って着色し，グループ

で協力して土地利用図を作成

することができる。

ワークシート３
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評価３

【知識】

公的・社会的分

野での活動に必

要な知識

知識・理解 ・授業内容に基づき自然災害を

予測することの重要性をおお

むね理解できる。

ワークシート７

の１

評価４

【スキル】

情報や知識を効

果的に収集し，

正しく理解・判

断するためのス

キル

思考・判断 ・立地条件から適切に判断し，

ハザードマップを作成するこ

とができる。

ワークシート８

評価５

【意識】

社会への参画に

関する意識

関心・意欲・

態度

・地域の課題にかかわる必要性

を感じている。

ワークシート７

の２

４ 学習指導

(1) 第１時限 「金

や ま

山ほど
あ っ た

熱田！ 名古屋

知 ろ

城う名古屋のダイチな秘密」

学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価の場面

導

入

５

分

「金山駅の謎」 ・金山総合駅付近の車窓

と駅構内を撮影した映

像・画像（資料３）を

見て「金山駅の謎」に

ついて考える。

・映像・画像については，

詳細には触れず，生徒の

疑問をかき立てるような

補足説明をする。

展

開

段彩図の製作

「ここにあった

か！熱田神宮」

「城の位置を知

ろう」

・ワークシート１（資料

１）に印刷された地形

図（「名古屋北部」及

び「名古屋南部」）

で，等高線を読み，標

高ごとに色分けして段

彩図を作成する。

・作成した段彩図（資料

２）で熱田神宮を確認

し，どのような地形に

立地しているのかを考

察する。

・作成した段彩図（資料

２）で名古屋城を確認

し，どのような地形に

立地しているのかを考

察しワークシート１

（資料１）に模式図を

描く。

・０ｍ未満を紺色，０ｍ以

上５ｍ未満を青色，５ｍ

以上10ｍ未満を緑色，10

ｍ以上15ｍ未満を黄色，

15ｍ以上を茶色で塗るよ

う指示する。

・作業の進み具合を確認し

て，模範例（資料２）を

スクリーンに提示する。

・段彩図を読み取って地形

の様子を想像するよう指

示する。

・熱田神宮付近を撮影した

映像（資料３）をスク

リーンに提示する。

・段彩図を読み取って地形

の様子を想像するよう指

示する。

・模式図は簡略に描けばよ

いことを指示し，作業の

進み具合を見ながら，名

古屋城付近を撮影した映

評価１
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40

分

「金山駅の謎

解説編」

・作成した段彩図（資料

２）で金山駅を確認

し，「金山駅の謎」に

ついて考える。

像及び画像（資料３）を

スクリーンに提示する。

・段彩図を読み取って地形

の様子を想像するよう指

示する。

・金山駅付近を撮影した映

像及び画像（資料３）を

スクリーンに提示する。

ま

と

め

５

分

「坂のある栄，

田だったタワー

ズ」

・栄付近・名古屋駅付近

の映像や画像（資料

３）を見て，身近な景

観に地形を見いだすこ

とができることを理解

する。

・本時を振り返りながら，

簡潔な説明にとどめる。

(2) 第２・３時限 「意外なところに災害のもと」

学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価の場面

導

入

30

分

「プチ巡検」で

学校再発見

・ワークシート２（資料

４）を用いて，学校の

敷地の端の数箇所で外

に見える風景をスケッ

チする。

・スケッチについては，簡

潔に描くようにのみ指示

し，後の気付きを促すた

めにも地形に注目するな

どの指示はしない。

展

開

「とちりよう
、、、、、

の

ない土地利用

図」の作成

「謎の石垣」

・学校がどのようなとこ

ろに立地しているかを

調べワークシート３（

資料５）に記入する。

・グループごとに，ワー

クシート４（資料６）

・ワークシート５（資

料７）に印刷された学

校周辺の地形図（現在

のもの及び昭和22年の

もの）を裁断して分割

し，それぞれに色を塗

って土地利用図を作成

する。

・校地の端の「石垣」の

存在を指摘し，なぜそ

こに存在するのかを，

「プチ巡検」でのスケ

ッチと作成した新旧の

土地利用図とを手掛か

りに考えて，ワークシ

ート６（資料10）にま

とめる。

・田を青色，桑畑を黄色，

畑を緑色で塗るよう指示

し，その他の土地利用に

ついては作業の進行状況

を確認しながら必要があ

れば指示する。

・次の工程として，作成し

た土地利用図を基に地形

の分析を行うことを知ら

せる。

・「石垣」を撮影した画像

（資料13）をスクリーン

に提示した後，新旧土地

利用図（資料13）も合わ

せて提示し，作業の不備

や該当箇所の地図上の位

置などを確認させた上で

考察をさせる。

評価２
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65

分

「学校の素顔」

「ハザードマッ

プを作ろう」

・ワークシート３（資料

５）を用いて，学校の

両側は旧河道であり，

土地が低くなっている

ことを理解した上で，

起こりうる自然災害に

ついて考察しワークシ

ート７（資料11）にま

とめる。

・新旧土地利用図を比較

しつつ，ワークシート

８（資料12）を用いて

学校周辺のハザードマ

ップを作成する。

・身近で公共的な施設が

必ずしも自然災害に強

い立地条件にはないこ

とを理解し，よりよい

まちづくりの在り方を

検討する。

・グループ内で意見交換を

行い，考察を深化させた

後，グループごとに発表

を行わせる。

・旧河道などの地形の説明

は，土地利用図から判断

できるとともに，景観や

土地条件図などの資料に

よって裏付けられること

にも触れる（資料13）。

・起こりうる自然災害とそ

の影響が及びやすいとこ

ろをグループで考えて地

形図に図示させ，ハザー

ドマップを作成させる。

・災害時には避難所ともな

る公共的な施設が適切な

立地かどうか，適切でな

いならどこに配置するの

がよいかを，地形との関

係から考察させる。

・現実には，様々な要因の

影響を受けて災害が発生

することを示唆する。

評価３

評価４

ま

と

め

５

分

「意外なところ

に災害のもと」

・身近な地形に潜む自然

災害の危険性や，防災

やまちづくりについて

考察し，ワークシート

７（資料11）にまとめ

る。

・各自のワークシートへの

記入を促すとともに，意

見交換も行わせる。

評価５

５ 成果と課題

(1) 実践上の問題点

本研究中の学習指導案は，地理Ａを開講していた前任校における授業実践を紹介したものである。

昨今，県内の高等学校における地理教育の衰退は顕著であり，現任校と同様に地理科目（地理Ａ・地

理Ｂ）が教育課程から消滅した学校は少なくない。地域をよりよくするために重要な科目が失われて

いくことは，大変遺憾である。

(2) 成果と課題

授業での生徒の様子や雑感に加え，平成 19年度末に行った授業に関するアンケートに対する回答

のうち本研究に関するものを，特に「スキル」と「意識」の育成に焦点を当てて以下のようにまとめ

た。

ア シティズンシップを発揮するために必要な「スキル」に関して

段彩図・土地利用図などの主題図の作成については，原理や方法を理解すれば単純な作業が中心と

なるため，多くの生徒が作図を適切に行い，情報を効果的に収集して判断することができた。一方で，
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スケッチや地形から考察する模式図については，絵を描くことに対する抵抗や技術的な問題から，描

画はなされるものの，情報を効果的に収集した適切な図はあまり見られず，折に触れて指導しておく

べきであったと感じた。また，土地利用図の作成では，グループでの共同作業を行わせたが，普段の

授業でグループ活動に取り組む機会が少なかったこともあり，リーダーとして共同作業をまとめる生

徒がある一方，自分の作業のみに終始する生徒も少なくなかった。

「バーチャル巡検」や「プチ巡検」ついては，ワークシートでの作業を通じて，多くの生徒は日頃

見慣れた身近な風景の中に「隠れた地形」を発見し，地形と土地利用の関係を正しく理解することが

できた。しかしながら，起こりうる自然災害については，既習事項に関連付けて自ら見いだすことは

難しく，指導によって理解することができたようだ。

イ シティズンシップを発揮するために必要な「意識」に関して

主題図の作成における作業の煩雑さに後ろ向きな反応を示す生徒が当初は散見されたが，作図はあ

る種の達成感をともなうため，次第に多くの生徒が作業そのものに熱中するようになり，取組はおお

むね良好であった（資料 14）。また，「プチ巡検」については，ポイントをあえて明示しなかったこ

とによる目的意欲の低さに炎天下の暑さが加わって集中できない生徒も見られた。しかしながら，

「プチ巡検」・「バーチャル巡検」のような巡検という活動は，ほとんどの生徒にとって初体験のもの

であり，通常と異なる授業形態に刺激され，大変興味をもって取り組むことができた（資料 15）。特

に，「バーチャル巡検」は生徒にとって取り組みやすかったようで，画面から情報を読み取ろうと意

欲的に取り組む姿が目立った。身近な風景から地形を読み取れることに関心をもち，「バーチャル巡

検」ではなく実際に巡検を行ってみたいと考える生徒も少なくなかった（資料 16）。さらに，一部の

生徒は，身近な地域への関心をより高め，自ら進んで風景を読み解こうとする意識をもつこともでき

た（資料 17）。

また，「家の前の道路が川になっていた（生徒談）」のを目の当たりにしたことがあるという生徒や，

大雨の際に膝まで水につかって旧河道にあたる箇所を歩いた経験のある生徒などは，地形や防災を身

近な課題としてとらえていた。

ウ 総括

前項ア及びイを総括すると，シティズンシップを発揮する上で求められる「社会への参画に関する

意識」の啓発という点では今後の更なる実践と分析・考察が必要である。「公的・社会的分野での活

動に必要な知識」や「情報や知識を効果的に収集し，正しく理解・判断するためのスキル」について

は，巡検や作業を通じて身に付けた生徒が多かった。また，共同作業を通じて，「他者と共に社会の

中で，自分の意見を表明し，他人の意見を聞き意思決定し，実行するためのスキル」をはぐくむこと

を目指したが，グループ活動への取組には個人差が大きく，課題を残した。

エ 地理Ａにおけるシティズンシップ教育の展望

本稿冒頭でも述べたように，地理Ａでは，新たな学習指導要領の中に単元「自然環境と防災」が新

設されたが，これは本実践が取り扱った内容そのものであり，「よりよい社会づくりに参加するため

に必要となる多様な能力」の育成を目指すシティズンシップ教育の理念を具現化しやすい単元である。

この点から，地理Ａにおいてシティズンシップ教育を導入する意義は十分にあると言えよう。

また，本実践で扱ったような身近な地域に潜む災害の要素は，多くの学校所在地域でも何かしらの

形で存在しており，異なる対象地域での実践は十分可能であると考える。こうした汎用性のある題材

を教材として用いることができる地理Ａの授業は，シティズンシップ教育において大きな役割を果た

すものと期待できる。
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(3) 「意識」・「知識」・「スキル」の育成に関する検証方法について

先に述べた本実践の成果には，シティズンシップを発揮する上で求められる「意識」・「知識」・「ス

キル」の伸長に関して客観的に検証したとは言い切れない点がある。今後，同様な実践を行う際には，

次のような検証方法を考慮する必要があると考える。

ア 「意識」・「知識」の育成に関して

「公的・社会的分野での活動に必要な知識」については，防災とまちづくりに関する記述から獲得

の様子を測ることができるが，実践前にも記述させて比較すれば，知識の広がりはより明確となる。

また，本実践が伸長させることを最も意図する「社会への参画に関する意識」の育成については，身

近な地域と自分とのつながりや，地域が抱える課題などに対して，各生徒がどのようにとらえている

かを，実践前と実践後に記述させることで，その成果を検証することができると考える。「政治への

参画」，「社会に関与し貢献しようとする意識」，「環境との共生や持続的な発展を考える意識」を想起

させる記述が増えていれば，「意識」は高まったと言えよう。

イ 「スキル」の育成に関して

本実践が高めることを意図している「情報や知識を効果的に収集し，正しく理解・判断するための

スキル」については，段彩図・スケッチ・模式図・土地利用図・ハザードマップの作成を行ったワー

クシートの完成度から検証することが可能である。また，対象地域を換えて同様の作図等を行うこと

ができれば，両者の比較からスキルの精度の向上が明らかになると言えよう。また，「他者と共に社

会の中で，自分の意見を表明し，他人の意見を聞き意思決定し，実行するためのスキル」についても，

本実践と同様のグループでの作図や意思決定作業を再度行い，その都度，活動の状況をワークシート

に記録させることで，「スキル」の向上が浮き彫りとなると思われる。

６ おわりに

平成 19 年度末，本研究の元となった授業を実践したしばらく後に，幾人かの生徒が「先生，金山

駅に”巡検”に行ってきたよ」とうれしそうに話してくれたことを記憶している。生徒たちは，普段

当たり前のものとして見過ごしていた生活の「背景」に，多少なりとも意味を感じ取ることができ，

また，そのことに喜びを感じたようである。地域社会のつながりが希薄になったと言われて久しいが，

生徒が感じた地域に対する小さな関心は，やがて自らが暮らす地域に正面から向き合うきっかけとな

り，地域が抱える課題に主体的に取り組むことへとつながってゆくのではないだろうか。高校生が，

地域に根ざした生活感覚を身に付け，積極的に社会参画を志す市民へと成長する過程において，シ

ティズンシップ教育は重要な役割を果たすものと考えられる。そして，そのためにも，地域を学習対

象とする地理教育の衰退を何としてもくい止めなければと痛切に感じている。
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